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ＡＱＵ先端テクノロジー総研 《ニュースリリース》 2018/7/18 

 

 

 

「空飛ぶタクシー」、MaaS の流れに乗り将来、有望市場に ! 

空飛ぶクルマの未来ビジネス戦略レポート、まとまる! 

ＡＱＵ先端テクノロジー調査 

 

 

http://www.aqu.com/flying-car/       空飛ぶクルマの未来ビジネス戦略 

http://www.aqu.com/aqu-news/2018-7-18.pdf    ニュースリリース 

 
 

 
 

   

   空飛ぶクルマ、空飛ぶタクシーの 
   開発動向と市場展望に関する調査 

    

  －空の移動革命の可能性！空飛ぶクルマの未来戦略－ 
 

 <調査報告書> 

 

 

 
  

 

 

「空飛ぶタクシー」、MaaS の流れに乗り将来、有望市場に ! 

空飛ぶクルマの未来ビジネス戦略レポート、まとまる! 

ＡＱＵ先端テクノロジー調査 

 

世界的には近い将来、空飛ぶタクシーの試験サービスが行われようとしているが、先

端テクノロジーの市場調査会社、AQU 先端テクノロジー総研が今回まとめた調査報

告書では、空飛ぶタクシーのサービス市場は、MaaS の流れに乗り将来、空の有望市

場となり、市場は 2020 年の東京五輪、2024 年のパリ五輪、2028 年のロサンゼルス五

輪という世界的なイベントとともに、段階的に拡大成長してゆくとみている。 

 

シミュレーション予測では、2026 年にはグローバル市場一兆円を突破、その後加速

拡大してゆくととらえている。同社では、6 月末に会社員、公務員２，３００人を対象にア

ンケート調査を実施しているが、この中で、「大都市の交通渋滞の深刻さを感じてい
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る」は、５０．４％、「空飛ぶタクシーがもし将来あれば利用してみたい」は、４６．０％とど

ちらも高く、ほぼ、２人に１人の割合という結果が得られていた。こうしたデータ分析も

参考にしながら、空飛ぶクルマの未来市場を分析していったところ、空飛ぶタクシーの

有用性、将来性が再認識できたとしている。 

 

 

■調査テーマ   

『空飛ぶクルマ、空飛ぶタクシーの開発動向と市場展望に関する調査 

 －空の移動革命の可能性！空飛ぶクルマの未来戦略－』 

http://www.aqu.com/flying-car/ 

ISBN 978-4-904660-38-6 

 

■調査スケジュール 2018 年 4 月 2 日～7 月 17 日 

 

■調査目的 

空飛ぶクルマ「flying car」の開発が先進国を中心に進んでいる。世界的には近い将来、

空飛ぶタクシーの試験サービスが行われようとしているが、世界における未来市場の予測

分析を行うことで、日本企業の関連事業領域進出の参考になるデータ分析を提供する。 

 

■調査の実施 AQU 先端テクノロジー総研 

          空飛ぶクルマ、空飛ぶタクシー調査プロジェクト 

 

■調査の概要 

 
 空飛ぶクルマは長年にわたるチャレンジャーたちの取り組みが、ようやく花開き、世界的

な製品化、サービス化の流れに入ろうとしている。世界を俯瞰してみると、スタートアップと、
関連産業大手の提携、資本参加等が活発に行われている。様々なプレイヤーがしのぎを
削っており、中でも、ウーバーテクノロジーズ、キティホーク、Terrafugia、Joby Aviation な
どの米国勢が多いが、フランスのエアバス、ドイツのボロコプター、リリウム、スロバキアのエ
アロモービル、イスラエルのアーバンエアロ、中国のイーハンなども積極的に取り組んでお
り、それぞれテスト飛行に積極的に取り組み、２０２０年前後に試験サービスを実施する動き
が多い。 
 
 とくに自動車販売台数トップの中国は、ドローン先進国としての関係技術の蓄積もある

ほか、Terrafugia を中国の浙江吉利控股集団（吉利、Zhejiang Geely Holding Group：
Geely）が買収するなど、グローバルな勢いが出てきている点が注目される。 
 
 いっぽう日本では、トヨタが関係する、トヨタ AI ベンチャーズが Joby Aviation に出資して

いるほか、トヨタ、富士通、ＮＥＣ、パナソニックなどから支援を受けた有志団体、
CARTIVATOR（カーティべーター）が 2020 年東京オリンピックでの開会式聖火点灯を目標
として活動している点が注目される。 
 
 空飛ぶタクシー、エアタクシーの事業サービスの実現には、開発機関の垂直離着陸機

（VTOL 機）の開発、自動化、性能の安定性等とともに、航空業界の空の安全を見守る機
関である FAA（アメリカ連邦航空局）、EASA（欧州航空安全局）、国土交通省等の安全性
及び環境適合性の基準を満たさなければならない。 
 
 同社では、それらが関係諸企業、関係者等の努力により、米国をはじめとして年々着実

に進展していくという仮説前提のもとに、空飛ぶタクシー、空のライドシェアサービスのグロ
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ーバル世界市場のシミュレーション予測を行った。その結果、２０２６年には、利用料の売
上ベースで１兆円を突破、その後も加速してゆくという結果が得られた。 
 
 世界的に見たときに、２０２０年東京五輪、２０２４年パリ五輪、２０２８年ロス五輪といった

ビッグイベントの年に新サービスが実施される可能性があり、段階的な市場発展が予測さ
れる。当面は、乗客の他、パイロットが乗車するが、２０３０年頃には、パイロットレス、完全自
動運転の流れになってゆくとみられる。空飛ぶタクシーのサービスでは、いかに効率よく、
需要と供給を結びつけるか、ということが大きなテーマとなり、ここにＡＩ駆使のオペレーショ
ンコントロールの重要性が増してゆく。 
 
 米国のウーバーテクノロジーズの場合、eVTOL（電動垂直離着陸車両）の航空管制の

問題を NASA と共同調査したり、UberAIR の試験飛行都市を公募するなど広く活発な活動
を展開しているが、こうした将来の市場を先読みした取り組みができる企業が今後の市場
をリードしてゆくとも考えられる。 
 
会社員、公務員、経営者など２，３００人を対象にアンケート調査を実施したところ、もし乗

れるとすれば、どんなものに乗ってみたいか？ との問に、空飛ぶクルマが６０．９％と最も
多く、６０％強、実に５人に３人が乗ってみたい、ということが分かった。また「大都市の交通
渋滞の深刻さを感じている」は、５０．４％、「空飛ぶタクシーがもし将来あれば利用してみた
い」は、４６．０％とどちらも高く、ほぼ、２人に１人の割合ということが分かった。米国ウーバ
ー社などが進めようとしている空飛ぶタクシーは、将来的なこととはいえ、国内でも一定の
関心、需要をとらえている可能性がある。 
 
 

 
         

 
【アンケート調査結果の注目点】 
 

 

 

2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030（年）

（市場拡大）

市場拡大発展へ

サービス試験、市場開拓機体開発、試験飛行

空飛ぶクルマ、空飛ぶタクシーのビジネスビジョン

●観光・ビジネス

一般サービス開始、市場成長へ

■用途 エアタクシー、緊急、救急 災害、観光、ビジネス 離島山間部、砂漠、世界中の道路のない場所など

■技術 電動 自動 垂直離着陸 機体軽量化 バッテリー、安全 故障対策、航空管制システム、都市航空交通システム（

●エアタクシー

ウーバーテクノロジーズ、キティホーク、Terrafugia
Joby Aviation 、エアバス、ボロコプター、リリウム

エアロモービル、アーバンエアロ、イーハン、
CARTIVATOR、etc. トータルモビリティサービス

陸、空、海のシームレス利用
●試験飛行

※東京
夏季五輪
（2020年）

※パリ
夏季五輪
（2024年）市場予測、市場展望

●救急・緊急、災害

オンデマンドシェア
航空サービス

１日、180,000人
輸送計画

●離島山間部

●道路ない場所

大都市の交通渋滞、深刻

※ロサンゼルス
夏季五輪
（2028年）

※ 世界の流れ
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★推進企業機関

空の移動革命、
モビリティサービス

産業五輪
空飛ぶクルマ

電動 自動 垂直離着陸

ライドシェア

機体・運行コスト低減効果

電動化、量産化

モビリティサービス（MaaS）化

空にも自動化の波

エアタクシー

eVTOL → 滑走路不要

●開発

 

オペレーションコントロール

ビッグデータ解析

ライドシェア

顧客

空飛ぶクルマのビジネス（１） 空飛ぶタクシーサービス

事業会社

（ｅｘ．ウーバー）

eＶＴＯＬ

（電動垂直離着陸機）
開発

量産化計画

サポート
センター

専門機関
（ＮＡＳＡ、ＦＡＡ、
ＥＡＳＡなど ※）

機体製造会社
（航空機、ヘリコプター、自動車等）

不動産ビル会社
航空管理システム

スカイポート

機種モデルの提案

空飛ぶタクシー

機体デザイン
等のニーズ

※日本の場合、国土交通省などとの連携
ＮＥＣ、ＮＴＴデータなど航空管理技術会社
との連携

交通渋滞対策、
緊急対応など

予約・乗車

スマホ・アプリ

 

空飛ぶクルマ

６０．９％

会社員・公務員、２,３００人 アンケート調査

（ ＡＱＵ先端テクノロジー総研 2018年6月28日 実施 ）

（近い将来もし仮に乗れるとすれば、
どんなものに乗ってみたいですか？

空飛ぶクルマ
５人に３人が乗ってみたい！
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※ 調査の一部   

 
                       

 
                                                   
● 当該関連調査報告書 

 

 
 

   

   空飛ぶクルマ、空飛ぶタクシーの 
   開発動向と市場展望に関する調査 

    

  －空の移動革命の可能性！空飛ぶクルマの未来戦略－ 
 

 <調査報告書> 

 

 

 
 

『空飛ぶクルマ、空飛ぶタクシーの開発動向と市場展望に関する調査 
 －空の移動革命の可能性！空飛ぶクルマの未来戦略－』 

http://www.aqu.com/flying-car/ 
ISBN 978-4-904660-38-6 

   
 
※お問い合わせ連絡先 
 
株式会社 AQU 先端テクノロジー総研 
http://www.aqu.com/   
 
〒260-0027 
千葉市中央区新田町 36-15   
千葉テックビル 6F 
TEL 043-204-1258         
FAX 043-204-1316 
子安、那須 
info@aqu.com 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


